
 商 業 部 会  
 

「ビジネス分野」研究会  
 
１ 期 日 平成 27 年 11 月 17 日（火） 
 
２ 会 場 新潟県立柏崎総合高等学校  
      株式会社ブルボン本社  
 
３ 参 加 10 校 18 名  
 
４ 日 程  
 受 付     10:00~10:30 
 開 会     10:30~10:50 
 研 究 授 業     10:55~11:45 
 研 究 協 議     11:50~12:30 
 講 演     14:00~15:00 
 ブルボン本社見学     15:00~15:30 
 閉 会     15:30~16:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 研究授業  

科目：「商品開発」３年次 ４８名  
内容：開発商品の試作品の評価・改善の  

グループ討議  
(1)実習の趣旨  

教科書で学習した内容に基づき総合的に

商品開発を実習させることにより、自ら考

え工夫する能力を養う。またチームとして

活動することにより、他者との連携やコミ

ュニケーション能力の育成を図る。  
(2)実習形態  
  ６名を１グループとし、チームで商品開

発を行う。  
(3)商品開発の考え方  
  本来自由な発想で商品開発をさせるのが

理想ではあるが、今回は柏崎総合高校で取

れた野菜や加工した食品を利用してお菓子

（パン、洋菓子、和菓子など）の商品開発

を考えることとした。主な食材として味噌、

醤油、ジャム、柿、野菜などを利用する。 
(4)本時の授業  

以上の趣旨のもと、企画書を提案し、食

品製造系列の生徒に試作品を製造してもら

い、系列間の連携や、生徒同士が話し合い

問題を解決する能力を養う取り組みとなる

よう計画しスタートした。  
本時の研究授業は、企画書の提案に基づ

いて試作品を製作してもらい、それについ

て、グループで討議し、評価と改善点の洗

い出しを行った。個人の意見を出し合いグ

ループでの結論として、商品評価・改善要

望書にまとめ食品系列の生徒にフィードバ

ックし、班長を中心に活発な話し合いとな

るよう促した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
６ 研究協議  
(1)ビジネス分野のうち、外国および外国人と

のコミュニケーション能力を身に付けるこ

とが重要視されている。実際、英語を社内

コミュニケーションツールとしている企業

もある。また、東京都では、生徒全員に実

用英語２級を受験させている商業高校もあ

る。そこで、各校の取り組み状況をお伺い

したい。（新潟商）  
 ・実用英検の取り組みは特に行っていない。 

 （参加校すべて）  
 ・全商英検は英語科主導で取り組んでいる。 

 （三条商、長岡商他）  
(2)今回の商業経済検定試験科目変更にとも

なって、授業展開や対策を講じている学校

がありましたらその内容を教えてください。        

（新潟商）  
 ・教育課程の中で 1 級をカバーしている。 

 （長岡商、新発田商、塩沢商工）  
 ・ビジネス経済 A で受験予定 （三条商） 
(3)「商品開発」における生徒の評価はどのよ

うにしているか。（三条商・長岡商）  
・考査の点数、実習日誌、企画書などの提

出物を総合的に評価している。  
（柏崎総合）  

(4)授業で開発した商品で次年度継続してい

るものがあるか。（三条商）  
 ・基本的に継続なし。継続は卒業生の許可

も必要なので。（新発田商）  
 ・Rikka で開発した商品は継続しているが、

相手業者の都合により継続できない場合

もある。           （高田商） 
(5)商品開発を生徒にさせる際の導き方をど

のようにしているか教えてください。  
（長岡商）  

・前年度の発表会を見て履修してくるので

ある程度の知識がある中でスタートできる。

また様々なイベントへの参加があるので自

主性を持って取り組んでいる。（三条商他） 
 
 
７ 講演  
  演題「商品開発について」  
  講師 株式会社ブルボン  
     総合企画室商品開発室室長  
            杉山 篤 様  

講演内容は「商品開発について」と題して

株式会社ブルボンの取り組みの実例をもとに 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
懇切丁寧に分かりやすい内容のご講演を頂

いた。講演内容は以下の通りである。  
(1)株式会社ブルボンの社史・概要  

ブルボンの社史などを広報用の DVD
でご説明頂いた。  

 (2)商品開発について  
商品開発の 2 つの役割である①技術力

による新市場の開拓、②資源を活用し、

経済的な価値を創造するという役割に

ついてご教授いただき、52 週毎週新製品

を販売しているが、千三つといって 1000
品のうち市場に残るのは 3 品程度である

という実情をお話し頂いた。  
また、実際の企業で実施している商品

企画の流れについてご説明頂いた。  
 (3)地域限定商品について  
   株式会社ブルボンで行った地域限定商

品の開発の実例のご説明を頂いた。  
具体的には、黒田投手の広島復帰で人

気も今年以上に盛り上がると予想して

広島カープとコラボして、カープ限定の

プチシリーズの開発の取り組みのお話

を頂いた。  
今回の講演を通して一つの商品を世の

中に送り出すご苦労や様々な交渉、手続

きなどやるべき事の多さを改めて確認

することができた。この後、今年 4 月に

完成した、新社屋を見学させて頂いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


